

















































 25 Frederic Jr. Wakeman. Strangers at the Gate: Social Disorder in South China, 1839-1861（Berkeley: University 
of California Press, 1966）. 特に第 2 章と第 3 章を参照されたい。
 26 不著撰人「台湾人の学位制」（『教育時論』532 号、明治 33 年 1 月 25 日）、近代アジア教育史研究会
編『近代日本のアジア教育認識・資料篇──明治後期教育雑誌所収中国・韓国・台湾関係記事』第
30 巻　台湾の部（1）183 頁所収。
 27 最も代表的なものとしては、呉文星『日拠時期台湾社会領導階層之研究』（台北：正中、1992 年）の
うち、第 2 章と第 3 節部分、60 ～ 86 頁が挙げられる。
 28 黄美娥「日治時代台湾詩社林立的社会考察」『古典台湾──文学史・詩社・作家論』（台北：国立編訳






































 29 派翠西亞・鶴見（E. Patricia Tsurumi）、林正芳訳『日治時期台湾教育史』（宜蘭：仰山文教基金会、
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のは明治 29 年（1896）7 月 8 日に開所された台北のものであった。新竹は最も遅れ、同年
（1896）11 月に開所された。ただ、甲科にしろ乙科にしろ、国語伝習所の生徒数では、新
 31 許佩賢『植民地台湾的近代学校』（台北：遠流、2005 年）30、35 頁。



























営に関わる人々が現れ始めた。許佩賢の統計によれば、公学校制度に移行する 1897 年 9
















 33 14 カ所の伝習所の開所状況に関しては、許佩賢がすでに表による整理を試みている。許佩賢『植民
地台湾的近代学校』表 1、36 頁を参照。ほかに、新竹国語伝習所の開所時期に関しては、林品桐訳著
『台湾総督府公文類纂教育史料彙編と研究（上）（明治二十九年七月至明治三十四年十二月）』（南投：
省文献会、2001 年）［V00100/A016］、137 ～ 139 頁。
 34 許佩賢『植民地台湾的近代学校』38 頁。
 35 同上書、41 頁。
 36 同上書、57 頁。






































新竹県文化局、2007 年）4 ～ 6 頁に付された写真資料を参照。
 38 「新竹台中両県下学事視察斎藤時之助復命書」『台湾総督府公文類纂』15 年保存、4519/3、65、82 頁。
本復命書は、民政局の斎藤時之助が明治 30 年 9 月 2 日に台北を出発して、10 月 9 日まで行った調査
の報告である。







































 40 陳朝竜輯纂、林文龍点校『合校足本新竹県采訪冊』巻 4、304 ～ 305 頁。
